別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成２５年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費

	事業名:ソフトピアジャパン企業誘致・エリア活性化推進協議会負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　商工労働部情報産業課　情報産業係　電話番号：058-272-1111（内3113）

　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：900千円（前年度予算額：1,000千円）

	要求内容


	１　要求の内容


ソフトピアジャパンエリアへの企業立地や入居の促進とエリアの活性化や魅力の向上を図るため、岐阜県と大垣市が中心となり設立した「ソフトピアジャパン企業誘致・エリア活性化推進協議会」が行う以下の事業へ、負担金を交付する。

（１）エリア活性化推進事業

・企業誘致・ＰＲのために行う展示会出展等や、エリアの活性化や魅力向上を図るために行う諸活動に必要な経費

（２）広報活動事業

・ソフトピアジャパンエリアＰＲのためのパンフレット・パネル等の作成や、広

報宣伝に係る経費

（３）協議会開催等事業【事務費】

・協議会の総会や、ソフトピアジャパンの今後のあり方等を検討するために必要な経費

	２　所要経費


・エリア活性化推進事業　　　 930　
・広報事業　　　　　　　　　 500

・協議会開催等事業【事務費】　70

　　※総額：1,500千円　うち県負担分900千円（6割）、大垣市負担分600千円（4割）

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	1,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,000

	要求額
	900
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	900

	決定額
	900
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	900


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
岐阜県と大垣市が中心となり設立した「ソフトピアジャパン企業誘致・エリア活性化推進協議会」が行う（１）エリア活性化推進事業（２）広報活動事業（３）協議会開催等事業などを通じ、ソフトピアジャパンエリアへの企業立地や入居の促進とエリアの活性化や魅力の向上を図る。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	ソフトピアジャパン
進出企業数
	（H　）
	133社
（H14）
	137社
（H20）
	142社
（H24）
	187社
（H26）
	75.9％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
（１）エリア活性化推進事業

　・エリアの駐車場不足について認識を共有し、解決策を話し合うための会議を実施

　　（H24.8.2、9.13に2回実施済み。年内に3回目を実施予定）

（２）広報活動事業

・Make：Ogaki Meetaing 2012　無料シャトルバスルートマップの制作

（３）協議会開催等事業
・平成24年度総会の実施（H24.5.17）


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　協議会の構成員が一体的に、ソフトピアジャパン全体の魅力や優位性を効果的にＰＲすることができており、企業の集積につながっている。

※進出企業数　１４２社（H24.11.1現在）


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	協議会による各種展示会への出展や企業等が展示会へ出展する際の支援及びエリア活性化・魅力向上に資する諸活動の実施や支援を行っている。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	本事業推進によるソフトピアジャパンエリアの魅力向上に加え、県の実施するスマートフォンプロジェクトの推進や、雇用対策事業の効果等により、ソフトピアジャパンエリアへの企業進出は、増加傾向にある。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	毎年経費の節減・見直しを行っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
現在の厳しい経済情勢の中、企業の進出を促進し、今後さらなるエリアの活性化を図るためには、関係機関と連携したソフトピアの持つ優位性のＰＲや、進出にあたってのインセンティブ等の付与に加え、今後のＩＡＭＡＳ移転を見据え、駐車場の不足などエリア全体が抱える課題への対応や、魅力あるまちづくりに向けた検討が必要。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
・関係機関と連携してソフトピアジャパンの魅力を継続的にＰＲすることで、優れた技術を持つ企業や県外の優良企業を中心とした企業誘致活動を引き続き実施。
・エリアの活性化や魅力の向上を推進するための関係機関との情報交換や調整を実施。


